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県内における病床機能再編支援補助金を活用した病床の削減（令和３年度）

医療機関 開設者 管理者

病床削減の内容

削減前 削減後

藤田記念病院

（福井市宝永）

財団医療法人

藤田記念病院
藤田 知三

急性期 ７４床

回復期 ０床

慢性期 ０床

休 床 ０床

急性期 ５９床（△１５床）

回復期 ０床

慢性期 ０床

休 床 床

合 計 ７４床 合 計 ５９床（△１５床）

荒川整形外科医院

（福井市高木町）

医療法人社団

緑泉会
荒川 弥二郎

急性期 １９床

回復期 ０床

慢性期 ０床

休 床 ０床

急性期 １７床 （△２床）

回復期 ０床

慢性期 ０床

休 床 ０床

合 計 １９床 合 計 １７床 （△２床）
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地域医療構想策定時と令和３年度病床数の増減 （見込み含む。） （一般病床＋療養病床）

2014年
（平成26年）
7月1日時点
(構想策定時)

2021年
（令和３年）

3月31日時点

増減内訳（見込み含む）

A B C D E(B-C) F(E-A) G I(G-A)

高度急性期 1,275 908 908 △ 367 588 △ 687

急性期 2,630 2,452 △ 37
福井中央クリニック⇒転換△20　藤田記念病院⇒削減△15
荒川整形外科⇒削減△2

2,415 △ 215 1,691 △ 939

回復期 558 1,014 20 福井中央クリニック⇒転換＋20　 1,034 476 1,502 944

慢性期 1,344 977 △ 12 いわき医院⇒介護医療院転換△12 965 △ 379 871 △ 473

休床等 155 101 △ 19 藤田医院⇒削減△19 82 △ 73 △ 155

計 5,962 5,452 △ 48 5,404 △ 558 4,652 △ 1,310

高度急性期 0 0 0 0 16 16

急性期 303 260 260 △ 43 129 △ 174

回復期 68 109 109 41 181 113

慢性期 80 44 44 △ 36 93 13

休床等 93 15 15 △ 78 △ 93

計 544 428 0 428 △ 116 419 △ 125

高度急性期 0 0 0 0 55 55

急性期 874 666 666 △ 208 423 △ 451

回復期 255 380 380 125 577 322

慢性期 720 496 △ 32 笠原病院⇒介護医療院転換△32 464 △ 256 386 △ 334

休床等 65 110 110 45 △ 65

計 1,914 1,652 △ 32 1,620 △ 294 1,441 △ 473

高度急性期 18 18 18 0 76 58

急性期 854 634 634 △ 220 333 △ 521

回復期 59 291 291 232 386 327

慢性期 658 405 405 △ 253 284 △ 374

休床等 59 29 29 △ 30 △ 59

計 1,648 1,377 0 1,377 △ 271 1,079 △ 569

高度急性期 1,293 926 0 926 △ 367 735 △ 558

急性期 4,661 4,012 △ 37 3,975 △ 686 2,576 △ 2,085

回復期 940 1,794 20 1,814 874 2,646 1,706

慢性期 2,802 1,922 △ 44 1,878 △ 924 1,634 △ 1,168

休床等 372 255 △ 19 236 △ 136 △ 372

計 10,068 8,909 △ 80 8,829 △ 1,239 7,591 △ 2,477

医療圏 医療機能

2021年（令和３年度の増減） 【2025年必要病床数】

病床数 病床数
2021年度

病床増減数
2014年7月
からの増減

病床数 2014年
からの増減

2021年度末
病床数

福井・
坂井

奥越

丹南

嶺南

合計

（単位：床）

※ 2014年の数は病床機能報告 2021年の数は地域医療課調べ ９



1日あたり医療
資源投入量

3000点以上

600点以上
～3000点未満

175点以上
～600点未満

175点未満

【参考】 県内医療機関の令和2020年における病床機能と2025年の意向 （令和２年度病床機能報告）

休床, 372 393 329 130 
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2014年構想策定時 2019年報告 2020年報告 2025年の意向 2025年必要病床

福井県 全域

高度急性期

急性期

回復期

慢性期

休床

病床機能 2019年→2020年病床増減 2020年→2025年病床増減 2025年必要病床との比較

高度急性期 △ 269床 +0床 +191床超過

急性期 +188床 △ 315床 +1,174床超過

回復期 +37床 +239床 △ 606床不足

慢性期 △ 108床 △ 64床 +240床超過

休床 △ 64床 △ 199床 +130床超過

計 △ 216床 △ 339床 +1,129床超過 １０
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休床, 155 167 167 14 

慢性期, 1,344 
1,022 989 

975 871 

回復期, 558 
942 1,014 

1,134 1,502 

急性期, 2,630 2,326 
2,459 

2,313 1,691 

高度急性期, 1,275 
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福井・坂井 構想区域

高度急性期

急性期

回復期

慢性期

休床

病床機能 2019年→2020年病床増減 2020年→2025年病床増減 2025年必要病床との比較
高度急性期 △ 269床 +0床 +320床超過
急性期 +133床 △ 146床 +622床超過
回復期 +72床 +120床 △ 368床不足
慢性期 △ 33床 △ 14床 +104床超過
休床 +0床 △ 153床 +14床超過
計 △ 97床 △ 193床 +692床超過



休床, 93 
44 23 15 

慢性期, 80 

54 
48 44 93 

回復期, 68 
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2014年構想策定時 2019年報告 2020年報告 2025年の意向 2025年必要病床

奥越 構想区域

高度急性期

回復期

慢性期

休床

病床機能 2019年→2020年病床増減 2020年→2025年病床増減 2025年必要病床との比較

高度急性期 +0床 +0床 △ 16床不足

急性期 +0床 +0床 +131床超過

回復期 +0床 +0床 △ 72床不足

慢性期 △ 6床 △ 4床 △ 49床不足

休床 △ 21床 △ 8床 +15床超過

計 △ 27床 △ 12床 +9床超過 １２
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休床, 65 128 110 57 

慢性期, 720 
521 496 

466 

386 

回復期, 255 
422 

387 484 

577 

急性期, 874 

606 
666 

552 

423 
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1,914 

1,677 1,659 

1,559 

1,441 

0

500

1,000

1,500

2,000

2014年構想策定時 2019年報告 2020年報告 2025年の意向 2025年必要病床

丹南 構想区域

高度急性期

急性期

回復期

慢性期

休床

病床機能 2019年→2020年病床増減 2020年→2025年病床増減 2025年必要病床との比較

高度急性期 +0床 +0床 △ 55床不足

急性期 +60床 △ 114床 +129床超過

回復期 △ 35床 +97床 △ 93床不足

慢性期 △ 25床 △ 30床 +80床超過

休床 △ 18床 △ 53床 +57床超過

計 △ 18床 △ 100床 +118床超過
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休床, 59 54 29 44 

慢性期, 658 

449 
405 389 

284 

回復期, 59 
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291 313 

386 

急性期, 854 
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2014年構想策定時 2019年報告 2020年報告 2025年の意向 2025年必要病床

二州・若狭 構想区域

高度急性期

急性期

回復期

慢性期

休床

病床機能 2019年→2020年病床増減 2020年→2025年病床増減 2025年必要病床との比較

高度急性期 +0床 +0床 △ 58床不足

急性期 △ 5床 △ 55床 +292床超過

回復期 +0床 +22床 △ 73床不足

慢性期 △ 44床 △ 16床 +105床超過

休床 △ 25床 +15床 +44床超過

計 △ 74床 △ 34床 +310床超過


